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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ａ
ｃ
ｔ
：
Ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
―
―
創
造
者
な
俺
の
異
世
界
記
録
―
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
０
９
４
Ｙ

【
作
者
名
】

　
利
瀬
 

時
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
異
世
界
?
フ
ィ
ア
デ
ル
フ
ィ
ア
?
に
召
喚
さ
れ
た
瀧
沢
志
紀
は
、
元
居
た
世

界
に
戻
る
為
に
世
界
改
変
を
頼
ま
れ
た
―
―
と
言
う
の
も
今
は
昔
。
帰
れ
な
い
。

そ
れ
が
分
か
っ
た
瞬
間
、
彼
の
長
い
旅
は
幕
を
閉
じ
た
。
半
ば
自
暴
自
棄
に
な

り
つ
つ
彼
は
自
分
の
都
合
の
良
い
居
場
所
を
作
る
為
に
領
土
会
得
を
決
意
す
る
。

そ
し
て
現
在
、
?
黒
獅
白
鷲
戦
争
?
で
駆
り
出
さ
れ
た
彼
は
そ
の
戦
争
に
て
名

を
馳
せ
、
領
土
を
会
得
。
侯
爵
と
し
て
の
地
位
を
得
た
彼
は
シ
ャ
ン
カ
テ
ィ
ア

半
島
に
屋
敷
の
設
立
を
決
意
し
た
。
彼
の
力
は
神
の
力
。
戦
争
で
は
鬼
神
の
如

く
戦
い
抜
き
、
彼
に
付
い
た
称
号
は
『
黒
獅
子
』
―
―
。
そ
ん
な
あ
る
時
、
再
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び
神
よ
り
連
絡
が
入
る
『
世
界
を
完
全
改
変
し
て
欲
し
い
』
と
―
―
（
※
主
人

公
最
強
系
物
語
で
す
。
生
々
し
い
性
描
写
や
残
酷
な
描
写
が
含
ま
れ
ま
す
。
苦

手
な
方
は
即
座
に
バ
ッ
ク
ブ
ラ
ウ
ザ
。
不
定
期
更
新
。
そ
し
て
こ
の
作
品
は
『

死
ね
な
い
俺
～
』
の
物
語
の
世
界
の
並
行
世
界
で
展
開
さ
れ
ま
す
故
、
す
れ
違

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
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第
零
幕
 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｓ
ｔ
 

Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ
ｙ
（
前
書
き
）

さ
て
、
今
回
も
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
よ
、
主
人
公
最
強
物
語
。

今
回
の
主
人
公
は
色
々
と
最
強
で
す
、
は
い
。

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ

因
み
に
今
回
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
意
味
は
『
最
悪
な
夢
』
で
す
ね
。

で
は
で
は
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第
零
幕
 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｓ
ｔ
 

Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ
ｙ

　
噎
せ
返
る
様
な
血
の
臭
い
が
鼻
孔
を
突
い
た
。

む

　
身
を
焦
が
す
程
の
灼
熱
の
熱
波
が
、
濛
濛
と
立
ち
上
が
る
黒
煙
を
巻
き
上
げ
、

も
う
も
う

天
へ
と
滅
す
る
。

　
先
程
ま
で
藍
色
で
、
感
嘆
す
る
程
美
し
か
っ
た
夜
空
が
一
瞬
に
し
て
、
黒
と

紅
蓮
に
支
配
さ
れ
る
。

「
ク
ッ
…
…
あ
、
は
は
は
っ
、
…
…
あ
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
…
…
、
く

く
っ
…
…
、
は
は
、
は
は
は
は
は
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ッ
ッ
！
！
」

　
そ
の
場
を
支
配
す
る
の
は
、
色
だ
け
で
は
無
い
。

　
臭
い
も
勿
論
の
事
な
が
ら
、
そ
の
狂
喜
染
み
た
嗤
い
声
も
ま
た
、
そ
の
醜
悪

わ
ら

な
空
間
を
支
配
し
た
。

　
左
腕
は
既
に
肩
か
ら
下
が
失
わ
れ
、
頬
に
も
ま
た
痛
々
し
い
程
の
斬
り
傷
が

刻
ま
れ
、
嗤
う
度
、
そ
の
腕
の
傷
跡
と
頬
か
ら
鮮
血
が
零
れ
伝
い
落
ち
る
。

　
落
ち
た
先
に
は
、
柔
ら
か
な
、
そ
れ
こ
そ
血
の
気
を
失
っ
た
青
白
い
人
の
肌

が
あ
っ
た
。

　
腕
の
中
で
、
彼
女
は
眠
っ
た
。

　
抱
か
れ
る
様
に
し
て
、
眠
る
様
に
、
そ
れ
こ
そ
眠
り
の
森
の
美
女
と
で
も
言

う
様
に
、
眠
る
様
に
逝
っ
た
。

　
血
は
彼
女
へ
と
零
れ
る
度
に
、
そ
の
白
い
肌
を
伝
い
、
纏
っ
て
い
る
衣
類
へ

と
流
れ
、
紅
色
に
染
め
上
げ
る
。

　
嗤
う
だ
け
嗤
っ
た
後
、
少
年
の
狂
乱
の
嗤
い
は
止
ま
っ
た
。

　
ぐ
ら
っ
、
と
瞬
間
、
世
界
が
揺
れ
た
。
嗤
っ
て
い
た
時
と
は
違
い
、
意
識
が

切
り
離
さ
れ
様
と
し
て
い
る
の
か
、
膝
が
笑
い
、
腰
が
竦
み
、
全
身
が
悲
鳴
を

上
げ
る
。
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　「
…
…
ぁ
…
…
―
―
」

　
少
年
は
そ
の
ま
ま
重
力
に
身
を
任
せ
、
彼
女
を
抱
い
た
ま
ま
地
面
に
倒
れ
伏

せ
た
。

　
そ
れ
こ
そ
、
彼
女
を
庇
う
様
に
、
己
の
背
か
ら
。

　「
…
…
、
ぁ
、
ぐ
…
…
、
ッ
、
…
…
、
は
、
ぁ
…
…
」

　
肩
が
揺
れ
る
度
に
、
胸
が
競
り
上
が
り
、
口
か
ら
息
が
吐
か
れ
る
。

　
吐
く
度
に
香
る
血
の
香
り
は
、
鼻
を
塞
ぎ
た
く
な
る
ほ
ど
の
物
。

　
倒
れ
た
衝
撃
で
腕
か
ら
更
に
、
夥
し
い
量
の
命
を
司
る
心
の
臓
へ
と
送
り
届

お
び
た
だ

け
ら
れ
る
ハ
ズ
の
泉
の
液
体
が
流
れ
出
て
い
く
。

　
身
に
纏
っ
て
い
る
、
最
高
の
職
人
に
よ
る
最
高
質
の
黒
い
コ
ー
ト
も
途
切
れ
、

破
れ
、
千
切
れ
―
―
ボ
ロ
雑
巾
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
に
着
込
ん
で
い
る
シ
ャ
ツ
も
ま
た
、
繊
維
が
細
か
く
、
雑
魚
か
ら
の
攻
撃

な
ら
防
御
出
来
る
の
だ
が
、
今
回
ば
か
り
は
無
理
だ
っ
た
。
右
胸
、
左
脇
腹
に

銃
創
が
あ
り
、
其
処
か
ら
も
液
体
が
零
れ
出
て
い
る
。

　
致
死
的
傷
の
量
、
死
ぬ
と
す
れ
ば
死
因
は
多
量
出
血
。

　
闇
夜
の
空
の
如
く
黒
い
長
い
、
肩
く
ら
い
ま
で
あ
る
髪
も
紅
と
灰
に
汚
れ
、

幼
さ
を
残
す
そ
の
顔
も
ま
た
血
化
粧
が
成
さ
れ
て
い
る
。

ち
げ
し
ょ
う

　
嗚
呼
―
―
俺
、
死
ぬ
ん
だ
な
。

　
其
処
で
少
年
は
自
覚
す
る
。

　
此
処
で
の
約
一
年
半
の
人
生
、
楽
し
く
も
あ
り
、
悲
し
く
も
有
っ
た
。

　
後
悔
は
―
―
あ
っ
た
。

　
後
悔
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
言
葉
が
浮
か
ば
な
い
。

　
後
悔
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
嗤
っ
て
し
ま
う
。

　
嗚
呼
―
―
護
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
が
一
番
の
後
悔
。
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必
ず
護
る
と
言
っ
た
の
に
、
将
来
結
婚
し
よ
う
、
約
束
し
た
の
に
、
護
れ
な

か
っ
た
。

「
嗚
呼
、
…
…
、
あ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
…
…
」

　
オ
マ
エ
ジ
ャ
ダ
レ
モ
マ
モ
レ
ナ
イ
。

　
刹
那
、
そ
の
言
葉
が
脳
裏
を
横
切
っ
た
。

　
全
身
が
痙
攣
す
る
。

　　
オ
マ
エ
ハ
ヤ
ク
ソ
ク
モ
マ
モ
レ
ナ
イ
。

　
声
が
震
え
る
。

　
背
筋
に
悪
寒
が
走
る
。

　
オ
マ
エ
ハ
―
―
ム
ノ
ウ
ダ
。

「
ア
ァ
ァ
ア
ァ
ァ
嗚
呼
あ
ぁ
あ
あ
あ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ

ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ッ
ッ
ッ
ッ
！
！
！
！
」

　
獣
の
如
き
絶
叫
。

　
阿
鼻
叫
喚
の
如
き
狂
っ
た
叫
び
声
が
木
霊
す
る
。

　
空
は
何
も
答
え
て
は
く
れ
な
い
。

　
彼
女
は
何
も
答
え
て
は
く
れ
な
い
。

「
少
年
、
じ
ゃ
あ
僕
が
救
っ
て
上
げ
る
よ
」

　
誰
か
が
答
え
て
く
れ
た
。
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分
か
ら
な
い
。

　
顔
が
見
え
な
い
。

「
僕
の
名
前
は
―
―
で
ね
、
君
を
救
っ
て
上
げ
る
為
に
此
処
に
来
た
ん
だ
」

　
誰
だ
。

　
怖
い
。

　
救
う
。

　
大
丈
夫
。

「
あ
ー
あ
、
こ
ん
な
に
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
で
も
大
丈
夫
、
君
は
ま
だ
生

き
ら
れ
る
。

　
僕
が
君
に
能
力
を
上
げ
る
よ
。
そ
し
て
一
つ
の
宝
具
も
ね
」

「
あ
、
ぁ
あ
…
…
、
宝
、
具
…
…
、
能
、
…
…
力
…
…
ッ
、
…
…
ぁ
？
」

「
そ
う
だ
よ
、
君
の
能
力
は
今
見
た
所
『
時
空
転
移
』
だ
け
み
た
い
だ
か
ら
ね
。

エ
ア
ス
ペ
ア
・
イ
グ
ジ
ラ
イ
ト

　
宝
具
も
『
千
器
流
星
』
。
武
器
具
現
化
だ
け
か
、
良
く
こ
れ
だ
け
で
頑
張
っ

サ
ウ
ン
ズ
ラ
イ
ズ
・
エ
ラ
キ
ラ
イ
ザ
ー

た
ね
」

「
何
故
、
…
…
ッ
、
そ
れ
、
を
…
…
？
」

「
だ
っ
て
僕
は
―
―
だ
も
ん
、
当
た
り
前
さ
。
で
、
僕
が
上
げ
る
能
力
は
一
つ
、

そ
れ
は
ね
―
―
」

　
其
処
で
意
識
は
途
切
れ
た
。

　
暗
い
、
暗
い
闇
の
中
に
…
…
。

　
◆
◇
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「
…
…
」

　
目
を
覚
ま
す
と
、
何
時
も
通
り
の
屋
敷
だ
っ
た
。

　
時
間
は
ま
だ
５
時
４
５
分
。

　
ま
だ
彼
女
達
も
起
き
て
来
な
い
時
間
だ
。

「
…
…
、
夢
、
に
し
ち
ゃ
あ
…
…
、
悪
趣
味
過
ぎ
る
ぜ
…
…
」

　
俺
は
再
び
寝
転
び
、
天
井
を
見
上
げ
る
。

　
確
か
今
日
は
快
晴
と
?
天
統
観
測
師
?
が
言
っ
て
い
た
。

ウ
ェ
ザ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
サ
ー
ヴ
ァ
ー

　
そ
り
ゃ
あ
、
洗
濯
物
日
和
だ
。

　
改
め
て
、
俺
は
そ
う
思
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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